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1.  平成23年6月期第2四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

（注）平成23年６月期第２四半期及び平成22年６月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株
当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第2四半期 837 10.1 △198 ― △165 ― △157 ―
22年6月期第2四半期 761 △23.5 △342 ― △320 ― △335 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第2四半期 △605.53 ―
22年6月期第2四半期 △1,292.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第2四半期 4,345 4,226 96.8 16,119.18
22年6月期 4,550 4,380 95.7 16,708.37

（参考） 自己資本  23年6月期第2四半期  4,205百万円 22年6月期  4,357百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年6月期 ― 0.00
23年6月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,650 14.3 △280 ― △260 ― △260 ― △996.63



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期2Q 261,796株 22年6月期 261,700株
② 期末自己株式数 23年6月期2Q 918株 22年6月期 918株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期2Q 260,856株 22年6月期2Q 259,602株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の我が国の経済は、海外経済の減速を背景として輸出が低調であったほか、雇用や所

得環境の改善の鈍化から個人消費も弱含んで推移したこと等から、総じて景気の停滞局面が継続しました。 

 当社グループの主な事業領域の一つである特定保健用食品（以下「トクホ」といいます。）業界におきまして

は、血圧や血糖値といった一般的な健康表示のトクホの開発に一巡感が生じたことに加え、イソフラボンやアガリ

クスの安全性に関する問題が話題になり開発リスクが顕在化するなかで、トクホの主な開発主体である大手の食

品・製薬企業等の開発動向が鈍化し、新規の開発案件が減少する傾向が続いております。 

 このような事業環境の下、当社グループでは、評価試験事業等の食品の開発支援の事業から、健康補助食品事業

等の自社製品の開発及び販売ならびにマーケティング事業や医薬臨床研究支援事業等のエビデンス構築及びマーケ

ティング支援等の事業への事業構造の変革を図っております。 

 当社グループでは、このような事業戦略の実現に向けて適正な経営資源の配分を行うとともに、コストの削減に

も徹底して取り組むことにより、早期に業績の回復、拡大を図ってまいる方針であります。  

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

※第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しておりますが、適用後の報告セグメントは従来の事業の種類別セグメントの区分と変わらないた

め、前年同四半期比を記載しております。  

（生体評価システム） 

 生体評価システム事業のうち評価試験事業におきましては、トクホの許可取得を目的とした臨床評価試験等の受

託手数料について180百万円（前年同期比24.0％増）の売上計上を行いました。一方、トクホの開発案件の減少傾

向が続き、受注高は46百万円（前年同期比71.9％減）、当第２四半期連結累計期間末の受注残高は42百万円（前年

同期比81.1％減）となりました。 

 生体評価システム事業のうちバイオマーカー開発事業におきましては、「精神検査方法及び精神機能検査装置

（ＡＴＭＴ）」に係るライセンス収入等計１百万円（前年同期比96.4％減）の売上計上を行いました。また、新規

受注につきましては、「疲労定量化及び抗疲労食薬開発プロジェクト」で確立した評価技術を応用した、食薬以外

の製品について「癒し」の効果を評価する臨床評価試験を受託し、受注高は30百万円（前年同期比45.1％減）、当

第２四半期連結累計期間末の受注残高は29百万円（前年同期比30.1％減）となりました。 

 生体評価システム事業のうち前連結会計年度より開始しました医薬臨床研究支援事業におきましては、主に糖尿

病領域の医師主導型の臨床研究の支援業務について、受託した業務の処理及び新規受託のための営業活動に注力い

たしました。また、今後の事業の拡大に向けた協力医療機関の開拓活動も積極的に推進しました。これらのことか

ら、当第２四半期連結累計期間の売上高は34百万円、受注高は35百万円、当第２四半期連結累計期間末の受注残高

は292百万円となりました。  

 以上の結果、生体評価システム事業の業績は、売上高215百万円（前年同期比22.2％増）、営業利益27百万円

（前年同期は57百万円の営業損失）となりました。 

（化粧品） 

 化粧品事業におきましては、昨今の不況を背景とした消費者動向の鈍化等の影響を受け販売が伸び悩み、通信販

売部門の売上高は305百万円（前年同期比7.3％減）、百貨店等向けの卸売部門の売上高は135百万円（前年同期比

11.2％減）となりました。 

 販売費及び一般管理費につきましては、雑誌広告や会員誌発行等、積極的な広告販促活動を展開いたしました

が、事務所の移転および減床等の合理化を推進したこと、売上高の減少にともない受注費や送料等の売上高に連動

する費用が減少したこと等から、361百万円（前年同期比15.5％減）となりました。 

 この結果、化粧品事業の業績は、売上高441百万円（前年同期比8.5％減）、営業損失26百万円（前年同期は31百

万円の営業損失）となりました。 

（マーケティング） 

 マーケティング事業におきましては、無償サンプルを所定の個数配布する形での医療機関を通じた食品等の市販

後調査事業に加え、健康補助食品事業とも関連し、医師の認知下において有償で購入された健康補助食品等につい

て、長期にわたって摂取後の経過を観察することにより安全性や有用性を調査する継続利用追跡調査事業を行って

おります。 

 当第２四半期連結累計期間においては、医薬品のマーケティング支援業務の受託手数料等について７百万円（前

年同期比70.3％減）の売上計上を行いました。  

 この結果、マーケティング事業の業績は、売上高７百万円（前年同期比70.3％減）、営業損失は８百万円（前年

同期は１百万円の営業損失）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（健康補助食品） 

 健康補助食品事業におきましては、平成20年８月より、バイオマーカー技術や医療機関ネットワーク等の当社グ

ループのシナジーを活かして、医師の認知下にて使用することを目的とした専用の健康補助食品（以下「医科向け

専用食品」といいます。）であるフロメド・シリーズを販売しております。フロメド・シリーズは、マーケティン

グ事業における継続利用追跡調査の対象食品とすることにより、医科向け専用食品として販売するものでありま

す。また、平成21年３月からは、医科向け専用食品ではなく一般向けの商品として、当社グループが開発した飲料

「イミダペプチド」の販売を開始しました。 

 フロメド・シリーズにつきましては、継続利用追跡調査に参加する医療機関は当第２四半期連結累計期間末時点

において約800施設となったものの、まだ医師、来院者ともに十分な認知が得られておらず、売上高は６百万円

（前年同期比49.8％減）となりました。 

 一方、「イミダペプチド」につきましては、テレビ等のマスコミに大きく取り上げられたことや広告販促活動を

積極的に推進したこと等による認知度の向上、定期購入者の増加、ドラッグストア、フィットネスクラブ、スポー

ツクラブ等に対する卸販売ルートの開拓の効果等から、売上高が増加傾向で推移しました。また、平成22年５月よ

り開始しましたヘルスケア卸会社のシーエス薬品株式会社に対する「イミダペプチド240」の供給事業において

は、当第２四半期連結累計期間において同社からの追加の発注を受け、納入を行いました。これらのことから、

「イミダペプチド」の売上高は163百万円（前年同期比173.9％増）となりました。 

 この結果、健康補助食品事業の業績は、売上高170百万円（前年同期比132.7％増）、営業損失は88百万円（前年

同期は107百万円の営業損失）となりました。 

 これらに加えまして、セグメント間取引の消去や全社費用による営業損失は103百万円（前年同期は144百万円の

営業損失）となりましたので、当第２四半期連結累計期間の売上高は837百万円（前年同期比10.1％増）、連結営

業損失は198百万円（前年同期は342百万円の営業損失）となりました。 

 営業外収益は、保険解約返戻金16百万円や投資有価証券評価損戻入益13百万円等を計上したことにより、35百万

円（前年同期比61.7％増）となりました。また、営業外費用は、事務所移転費用２百万円等を計上したことによ

り、２百万円（前年同期は０百万円）となりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の経常損失は165百万

円（前年同期は320百万円の経常損失）となりました。 

 特別損失としては、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を４百万円計上しているほか、事務所の減床にと

もなう固定資産除却損を１百万円等計上し、合計では６百万円（前年同期比26.2％減）となったことにより、当第

２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は171百万円（前年同期は329百万円の税金等調整前四半期純損

失）となりました。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の四半期純損失は157百万円（前年同期は335百万円の四半期純損失）

となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間末の総資産は、営業活動の結果使用した資金の支出等により、前連結会計年度末比

205百万円減の4,345百万円となりました。純資産については、主に四半期純損失157百万円を計上したこと等によ

り、前連結会計年度末比154百万円減の4,226百万円となりました。なお、有利子負債はありません。  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、投資活動によるキャ

ッシュフローが37百万円の収入となったものの、営業活動によるキャッシュフローが210百万円の支出となったこ

とから、前連結会計年度末に比べ172百万円減少（前年同期は175百万円の減少）し、当第２四半期連結累計期間末

には1,706百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、210百万円（前年同期は347百万円の使用）となりました。これは主に税金等

調整前当期純損失を171百万円計上したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、37百万円（前年同期は171百万円の獲得）となりました。これは主に保険積

立金の解約による収入39百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、０百万円（前年同期は０百万円の獲得）となりました。 
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

当期の通期業績につきましては、次のように予想しております。 

 生体評価システム事業につきましては、足元の受注状況等から、評価試験事業及びバイオマーカー開発事業は若干

の減収を見込んでいるものの、新規事業の医薬臨床研究支援事業は大幅な増収となる見込みであります。 

化粧品事業につきましては、平成22年８月18日発表の当初計画では若干程度の減収を見込んでおりましたが、昨今

の不況を背景とした消費動向の鈍化等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は計画を下回っており、第３四半

期以降につきましても進捗の遅れを取り戻す見通しは持ち難いことから、当初計画よりも減収幅が大きくなるものと

考えております。 

 マーケティング事業につきましては、足元の事業の状況等から、売上高、利益ともに概ね前連結会計年度と同程度

を見込んでおります。 

 健康補助食品事業につきましては、主力商品である「イミダペプチド」の広告宣伝活動の強化や専売品として供給

を行うシーエス薬品株式会社との提携の効果等により増収を見込んでおりますが、化粧品事業と同様、当第２四半期

連結累計期間の売上高は計画を下回っており、通期においても売上高が当初計画を下回るものと想定しております。

 以上のようなことから、連結売上高が当初計画を下回る見通しとなり、これを主因としまして、連結営業損失、連

結経常損失及び連結当期純損失につきましても当初計画よりも損失が拡大する見通しとなりました。このため、平成

22年８月18日に発表いたしました通期連結業績予想数値を修正しております。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ330千円、税金等調整前四半期純

損失は、4,727千円増加しております。 

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しておりま

す。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,706,374 1,878,488

受取手形及び売掛金 293,114 194,452

有価証券 1,200,000 1,200,000

商品 101,085 114,292

仕掛品 17,087 59,935

原材料及び貯蔵品 30,500 42,984

その他 42,867 87,438

貸倒引当金 △38,383 △38,691

流動資産合計 3,352,647 3,538,901

固定資産   

有形固定資産 23,082 24,006

無形固定資産   

その他 46,212 52,297

無形固定資産合計 46,212 52,297

投資その他の資産   

投資有価証券 872,447 853,097

その他 50,701 82,696

投資その他の資産合計 923,149 935,794

固定資産合計 992,444 1,012,097

資産合計 4,345,092 4,550,999

負債の部   

流動負債   

買掛金 38,977 35,094

未払法人税等 7,070 5,421

ポイント引当金 4,467 4,064

前受金 1,770 61,884

その他 66,777 63,790

流動負債合計 119,062 170,256

負債合計 119,062 170,256

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,836,021 1,835,943

資本剰余金 2,674,070 2,673,993

利益剰余金 16,238 174,193

自己株式 △199,940 △199,940

株主資本合計 4,326,390 4,484,191

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △121,250 △126,950

評価・換算差額等合計 △121,250 △126,950

少数株主持分 20,889 23,502

純資産合計 4,226,029 4,380,743

負債純資産合計 4,345,092 4,550,999
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 761,099 837,855

売上原価 215,188 274,699

売上総利益 545,911 563,156

販売費及び一般管理費 888,170 761,713

営業損失（△） △342,259 △198,557

営業外収益   

受取利息 4,137 2,214

匿名組合投資利益 5,368 －

投資有価証券評価損戻入益 9,750 13,650

保険解約返戻金 － 16,919

その他 2,697 2,719

営業外収益合計 21,954 35,503

営業外費用   

事務所移転費用 － 2,089

その他 2 60

営業外費用合計 2 2,149

経常損失（△） △320,307 △165,204

特別損失   

固定資産除却損 7,085 1,950

減損損失 1,658 102

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,397

特別損失合計 8,744 6,450

税金等調整前四半期純損失（△） △329,051 △171,654

法人税、住民税及び事業税 28,630 1,875

法人税等還付税額 △26,296 －

法人税等調整額 5,528 △12,962

法人税等合計 7,862 △11,087

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △160,567

少数株主損失（△） △1,465 △2,612

四半期純損失（△） △335,447 △157,955
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △329,051 △171,654

減価償却費 6,974 10,678

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,397

減損損失 1,658 102

のれん償却額 39,348 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,142 △307

ポイント引当金の増減額（△は減少） △844 402

受取利息 △4,137 △2,214

匿名組合投資損益（△は益） △5,368 －

投資有価証券評価損益（△は益） △9,750 △13,650

固定資産除却損 7,085 1,950

事務所移転費用 － 2,089

保険解約返戻金 － △16,919

売上債権の増減額（△は増加） △18,528 △98,662

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,776 68,538

未収消費税等の増減額（△は増加） △379 15,433

仕入債務の増減額（△は減少） 10,817 3,882

前受金の増減額（△は減少） △46,682 △60,114

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,102 4,730

その他 28,006 4,794

小計 △311,317 △246,523

利息の受取額 3,675 2,788

事務所移転費用の支払額 － △2,089

法人税等の支払額 △66,304 △1,049

法人税等の還付額 26,296 36,814

営業活動によるキャッシュ・フロー △347,650 △210,059

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △4,800,000 △4,900,000

有価証券の償還による収入 5,000,000 4,900,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,902 △5,601

投資有価証券の取得による支出 △20,000 －

保険積立金の解約による収入 － 39,387

出資金の回収による収入 17,601 －

子会社株式の取得による支出 △2,700 －

その他 △20,243 4,027

投資活動によるキャッシュ・フロー 171,756 37,813

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 758 154

配当金の支払額 △96 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー 662 132

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △175,231 △172,114

現金及び現金同等物の期首残高 2,247,078 1,878,488

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,071,847 1,706,374
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該当事項はありません。  

  

（セグメント情報等）  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

生体評価 
システム 
事業 

化粧品 
事業 

マーケ 
ティング 
事業 

健康補助 
食品事業

計 
消去又は 
全社  

連結 

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

売上高                                     

(1）外部顧客に対する売上高  176,488  482,217  26,186  73,208  758,099  3,000  761,099

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 

 －  －  1,887  557  2,444  (2,444)  －

計  176,488  482,217  28,073  73,765  760,544  555  761,099

営業損失(△)  △57,477  △31,026  △1,821  △107,454  △197,779  (144,479)  △342,259
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〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年12月31日） 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、「生体評価システム事業」、「化粧品事業」、「マーケティング事業」及び「健康補助食品

事業」を営んでおり、取り扱う製品やサービスによって、当社及び当社の連結子会社別に各々が独立した経営単

位として事業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは、取り扱う製品やサービス別のセグメントから構成されており、「生体評価シス

テム」、「化粧品」、「マーケティング」及び「健康補助食品」の４つを報告セグメントとしております。  

「生体評価システム」は、食品等の機能性・安全性等に関する臨床評価試験、ならびに医薬品の臨床研究支援

をしております。「化粧品」は化粧品等の製造及び販売をしております。「マーケティング」はトクホ等を対象

とする市販後調査及び広告販促活動の企画、販売をしております。「健康補助食品」はフロメド・シリーズ及び

イミダペプチド等の健康補助食品を販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円）

（注）１ 外部顧客への売上高の調整額3,000千円は、非連結子会社からの経営指導料等であります。  

   ２ セグメント利益又は損失の調整額△103,114千円には、全社費用が△124,414千円、セグメント間

取引消去が20,211千円含まれております。なお、全社費用は、主に当社の管理部門の費用等であ

ります。 

   ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

報告セグメント 調整額  
（注）１ 
（注）２  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

生体評価 
システム 

化粧品 
マーケ 
ティング 

健康補助 
食品 

計 

売上高    

外部顧客への 
売上高 

 215,602  441,136  7,782  170,334  834,855  3,000  837,855

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  1,002  908  1,911  △1,911  －

計  215,602  441,136  8,784  171,243  836,766  1,088  837,855

セグメント利益 
又は損失（△）  

 27,980  △26,505  △8,010  △88,907  △95,442  △103,114  △198,557

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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